
幼児期は、知識を教えられて身につけていく時期ではありません。 

遊びを中心として、頭も心も動かして、主体的に様々な対象と関わりながら、 

総合的に学んでいきます。 

幼児期の 

終わりまでに 

育ってほしい
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③ 協同性 
① 健康な心と体 

自ら健康で安全な生活を 

つくり出すようになる。 

② 自立心 

自分の力でやり遂げる体

験などを通して自信をも

って行動するように 

なる。 

友だちと一緒に目的の実現

に向けて考えたり協力した

りするようになる。 

④ 道徳性・ 

規範意識の芽生え 

良いことや悪いことが分かり、きま

りを守ったり、相手の立場に立って

行動するようになる。 

⑤ 社会生活との 

関わり 

家族を大切にしたり、身近な人

と触れ合って地域に親しみをも

つようになる。 
⑥思考力の 

芽生え 

身近な事象から物の性質を感じ取

ったり、予想したりして、多様な

関わりを楽しむようになる。 

⑦ 自然との 

関わり・生命尊重 

自然への愛情や畏敬の念を持ち、

生命の不思議さなどに気付き、動

植物を大切にするようになる。 

⑧ 数量や図形・ 

標識や文字などへの 

関心・感覚 

遊びや生活の中で、数量や図形、

標識や文字などに親しんだりし

て、興味や関心、感覚を 

もつようになる。 

⑨言葉による 

伝え合い 

⑩豊かな感性と 

表現 

経験したことなどを言葉で伝えた

り、話を聞いたりして、 

伝え合いを楽しむようになる。 

心動かす出来事に触れ、感じたこ

とを自分で表現したり、表現する

喜びを味わい、意欲をもつように

する。 

これらは到達目標

ではなく、一人ひとり

の発達に応じて育っ

ていきます。 
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